
 
 
讀

者

の
領

分

、

■
瀬
戸
内
海
號
は
素
敵
な
出
來
だ
、
紀
行

の
流

暢
な
る
文
字
を
見
て
遊
意
頻
り
に
動
く
、
此
夏

休
み
に
は
せ
め
て
松
山
迄
も
出
掛
け
た

い

（
流

泉
子
）
■
『
み
づ
ゑ
』瀬
戸
内
海
面
白
く
拜
見
、

こ
ん
な
雜
誌
を
是
非
毎
年

二
三
回
出
し
て
下
さ

い
、
先
生
達

の
お

骨
折

に
は
御
氣

の
毒

な
れ

ど
、
山
中
の
民
に
は
言
ひ
が
た

い
慰
籍
で
あ
り

ま
す

（信
濃
更
科
生
）
■
『
み
づ
ゑ
』瀬
戸
内
海

は
定
價

は
增
し
た
が
、

こ
の
位
ひ
よ
い
も
の
は

時

々
あ
つ
て
欲
し
い
、
そ
の
上
普
通
號
も
紙
數

を
加

へ
て
ほ
し
い

（坂
倉
喜

一
郎
）
■

『
み
づ

ゑ
』
七
十
六
號
は
眞
に
身
は
瀬
戸
内
海

に
居
る

樣
な
心
地
が
し
た
、
原
色
版
挿
の
と
紀
行
丈
の

多

い
の
は
喜
ば
し

い
、
挿
畫

の
出
來

不
出
來
は

･

敢

て
問
は
ぬ

（
湖
南
堀
谷
）
●
今
夏
廣
島
で
講

習
會
が
あ
る
趣
兩

手
を
學
げ
て
大
賛
成
、
屹
度

願
ひ
ま
す
、
就

て
は
入
會
す
る
の
に
中
學
三
四

年

の
初
學
者
で
も
よ

い
の
で
す
か

（廣
島
S
、

H
、
生
）
◎
廣
島
で
講
習
が
あ
る
筈
で

あ
つ
た

が
、
主
催
者

の

一
人
家
族

に
病
人
が
出
來
た
の

で
準
備
萬
端
差
支
た
か
ら
來
年
推
延
期
し
た
と

の
申

込

そ
れ

で

残
念

な
が
ら

見
合

せ
に

し
ま

す
■
僕

は
新
參

の
讀
者

、
諸

君
よ
ろ
し
く
、
僕

は
畫

を
描
く

の
と
『
み
づ

ゑ
』
と
が
何

よ
り
好

き

だ
。
飯

よ
り
好

き
な

の
は
無
論

、
否

、
僕

は
飯

は
食

は
な

い
と

死
ぬ
か
ら
止

む
を
得
ず
食

ふ
の

だ
、

此
他

に
ど
ん
な
も

の
を

引
張
り
出

し

て
來

た

つ
た

一
等
好

き
な

の
は
や

つ
ば

り
繪

、
但

下

手

の
横
好

き
な
り
（
北

の
島

に
て
S
M

生
）
■

緑

泉
關

正
造

子

の
逝
去

を
悲

し

む
、
噫

（
自
然
子
）

■
繪

業
書

取
放

し

の
人
往

々
あ

り
、
『
み
づ

ゑ
』

讀
者

に
か
ゝ

る
冷
淡

に
し

て
不
徳

義
な

る
人
あ

る
は
遺

憾

な
り
、

三
月
中

旬

に
も
深

澤
氏

よ
り

返
葉
な

し
（
東
北

の
人
）
■
『
み
づ

ゑ
』
讀
者

の
大

部
分

は
地
方

の
人
で
、
水
繪

趣

昧

の
た

め
に
讀

む

の
だ
ら

う
と
思

ふ
、
僕

は
パ

ス
テ
ル

や
チ

ヨ

ー
ク
畫

な
ど
を
原
色

版

に
す

る
よ
り
は

、
矢
張

り
ス

タ

デ

ー

的

の
水
繪

で

も

出

し
て

頂
き
た

い
。
そ
れ

に
、
記

事
も

一
寸
初
學

に
解

し
難

い

英
語

や
術

語
で
持

ち
切

つ
た
も

の
は
面
白

く
も

利
益

も
な

い
樣
に
思
は
れ

る
が
如
何

（
ひ
た
ち

の
人
）

 

紹
 
 
介

◎
婦

人

の
友

 
羽

仁
氏
夫
妻
經
營

の
婦
人

の
友

は
、
質
素

と
實
益

と

に
よ
り
多
年

好
評
を
博

し

來

り
し
が

、
六

月

號

よ

り
は

一
躍

面

目
を
改

め
、
多
數

挿
畫

を
加

へ
て
大
雜

誌

と
し

て
發

行

さ
れ
た

り
。

口
繪

は
鮮
麗

な
る
富

士
裾

野

の
初

夏

、
其

他
幾

多

の
寫

眞
版

あ
り

、
寫

眞
版

は
あ

り
ふ
れ
た

る
も

の
を
避
け

て
、
特

に
婦

人
社

會

に
有
益

有
趣
味

な
る
も

の
を

撮

影

せ
し
と
覺

し

く
、

他

に
見
ら

れ
ざ

る
特
色

を
帶

び
た
り

。

記

事

に
も
ま

た
統

一
あ

り
主
義
あ
り

て
極

め

て
健

全
な

る
は
喜

ぶ

べ
し
。
猶

七
月
號

よ
り

は
毎
號

大

下
藤
次
郎

氏

の
水
彩
畫

手

ほ
ど
き
數

頁
宛
、

臨
本

と
共

に
連

載

せ
ら

る
べ

し

へ
毎
月

一
囘

一

日
發

行

一
部

十
六
銭

、
小
石

川
雜

司
ヶ

谷
町

婦

人
の
友
社

）
 

 

 

◎
演
藝
畫

報
　

第
★

號

六
月
號

に
は
。

三
十

五

頁

の
鮮
明

な

る
各
座
狂

言

の
寫

眞
版

あ
り

、

二

三

の
石
版

木
版
あ
り

、
記

事
ま

た
藝
苑

の
各
方

面

に
わ

た
り

て
趣
味
深

し
。
此
雜

誌

一
册
を
手

に
す
れ
ば

、
わ
ざ
わ
ざ

時
間
を
潰

し

て
暑

い
の

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

に
お
芝

居

へ
往
が
な

く
と
も
濟
む
譯

な
り

（
毎

月

一
回

一
日
發

行

一
部

三
十
銭

、
京
橋
區

南
佐

柄
木
町
演
藝
畫

報
社

）


